
７月３日 「 七 夕  －星に願いを－」 
 

先週、地域の青少協の皆さん、後藤さん、氏家さん、原島さん、宮崎仙太郎

さんが七夕の飾りを付ける笹を取って、運んでくださいました。毎年、この時

期になると、子供たちのために笹を運んでくださいます。たいへんありがたい

ですね。お会いした時には「ありがとうございます」とお礼の言葉を伝えてい

きましょう。 

今週の 7 月 7 日は七夕です。漢字は「七」「夕」を使います。実は、「七夕」

の漢字は「しちせき」と読まれていました。もともと 7月 7日の夕方から行事

が行われていたので、「七」「夕」の漢字を使って読み方もしちせきでしたが、

はたを織る機械「棚機（たなばた）」で織った布や着物を神様に捧げて祈ってい

たので、当て字として「七夕」を「たなばた」と読むようになったそうです。 

七夕は、五つの節句の中の一つで、重要な行事として平安時代からとり行わ

れていました。江戸時代から庶民にも伝わり、お供えをしたり、短冊に願い事

を書いて祈ったりして全国では大きなお祭りが行われるようになりました。 

7月 7日の七夕の夜、おりひめとひこぼしは待ちに待った「再会」という願

いをかなえます。人々は「二人のように、願い事がかないますように」と、短

冊に色々な願い事を書いて、笹や竹の葉に飾るようになりました。 

笹や竹は、冬でも緑を保ち、まっすぐ育つ生命力にあふれ、昔から不思議な

力があると言われてきました。そこに神様が宿るとも言われています。願いが

かなうようにと笹や竹に付けるのです。 

１年生と２年生には、それぞれ笹が配られていますので感謝の気持ちをもっ

てそこに短冊の願いやお飾りを付けましょう。３年生以上の皆さんは、職員玄

関に笹がありますので、それを使ってください。 

昨年の願い事には「コロナが収まりますように」ということが多く書かれて

いたことを思い出します。その願いがかなって本当に良かったです。今年はど

んな願い事が書かれるのか、楽しみです。 


